
令和4年3月5日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：「おおむねできた」と８０％以上が回答した。

２：「おおむねできた」と６０％以上が回答した。

１：「おおむねできた」と６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員（全たてわり班）が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

令和３年度　大田区立南蒲小学校　自己評価　報告書

【学校規模】　児童数：３６７名(11/13現在)　　学級数：１２学級　　教員数：２２名

【目指す学校像】　○ 児童にとって、安心して自分を表現でき、目標をもってがんばる過程が認められ、自己肯定感が育まれる学校　　○ 保護者にとって、安心して通わせることができ、子供たちのために協力したいと思える学校　　○ 地域にとって、親しみと誇りを感じる存在で、学校の活動を応

援・支援したいと思える学校　　○ 教職員にとって、改善に向けた取組の成果や学校組織の一員としての貢献を実感できる学校

【校内研究】　〇研究主題：自尊感情を高める指導の工夫　　〇研究概要：自尊感情を高めることで学習に向かう意欲を喚起できるであろうという仮説の下、体育、構成的エンカウンターを取り入れた授業研究を行う。分科会(低・中・高学年分科会)の横軸と手立て部(学級活動部、行事部、教科(体

育)部)の縦軸で研究組織を構成する。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ

ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る

子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.46

目標やめあてをもって
取り組んでいると回答し
た児童の割合。

４：
80%
以上

4

・今年度は外国語教育指導員と連携
した授業に加え、新指導要領に伴う日
本人の外国語講師を確保した。高学
年はより専門的な外国語指導を定期
的に受けられるように継続していく。

・理科指導専門員に授業観察及び教
材や設備点検を学期に1-2回訪問し
ていただき、助言を受けている。

・人権尊重週間、生命尊重週間を設
定し、自他理解の精神を育み、啓発
する。

・コオーディネーショントレーニング地
域拠点校として、体幹及び感覚神経
を重視した取り組みを行う。教員の研
修も積極的に行い、体育以外の時間
にも日常的に指導を行っている。

Ａ 4

・様々な体験活動、学習をされていることがよく分かった。
・今後、コオーディネーショントレーニングの実践結果報告を聞
きたい。
・来校した際に外国語の活動を楽しそうにしている児童の姿が
印象的だった。
・専門の講師を配置することで学びの幅をさらに児童に与えら
れることは良いことだと思う。論理的、科学的な思考力の育成を目指し、

「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3.27
３：
70%
以上
80%
未満

Ｂ 3

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

3.82
２：
60%
以上
70%
未満

Ｃ 0
他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3.07

１：
60%
未満

Ｄ 0
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3.4

プ
ラ
ン
２
　

学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

3.11

ワークテスト（国語･算
数）の知識・技能におい
て正解が80%以上の児
童の割合

４：
80%
以上

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

3.1
２：
60%
以上
70%
未満

授業改善推進プランを、授業に生かす。

・個々の学力差をとても感じている。
・学力の定着が゛本当に大きな課題と思われる。
・ICT活用の良い面として、児童の学習状況や理解状況をデー
タ化できるので、細かな工夫が教員の負担を最小限に減らすこ
とも可能になるのではないかと思う。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

3
３：
70%
以上
80%
未満

Ｂ 4

Ｃ 0

3.12

１：
60%
未満

Ｄ 0校内研究主題「自尊感情を高める指導の
工夫」に基づき、自尊感情を育むことによ
り、学習に向かう意欲の向上を図る。

3.33

3

・各種学力調査、テスト等の分析をも
とに、授業改善プランの見直しを行っ
た。児童面談、保護者面談等を通して
課題や、成果を確認し、ICTを活用し
た家庭学習等の工夫を行った。

・算数補習、国語補習を定期的に平
日の放課後、土曜日授業の後に実施
し、個別最適化を図った指導を充実さ
せる。

・構成的グループエンカウンターを計
画的に実施し、自尊感情を高める取り
組みを行った。好ましい学級集団の形
成に手応えを感じている。今後、学習
に向かう意欲の伸長に結びつけられ
るように改善していく。

Ａ 3

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未来
への希望に
満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3

あいさつをしていると回
答した児童の割合

４：
80%
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3.66

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

3.35

4

・学校のきまりを統一し、全教職員が
一丸となって児童へ働きかける。近隣
校と連携して、一貫した生活目標であ
る小中一貫生活スタンダードに取り組
む。

・道徳の副読本の積極的な活用と体
験活動を取り入れ、豊かな心の育成
に努める。

・６月と１１月に行う学校生活調査の
結果を校内で情報共有している。各
担任や養護教諭、SCで児童の面談を
行い、児童が安心して生活できる学校
づくりを心がける。

・いじめ防止対策委員会を中心に、未
然防止、早期発見・早期対応に努め、
学校全体で様々な情報を共有しなが
ら指導を行っていく。

・不登校児童や不登校傾向の児童に
対して、保護者と連絡を密にし、登校
支援員、養護教諭補助、教育センター
や各種機関とも連携してその解決に
努める。

・感染症防止対策のため、たてわり班
活動は縮小せざるを得ないが、ICT機
器を活用して工夫して行う。

Ａ 5

・「めんどうくさい」という言葉が児童からよく聞かれた。
・生活の中での「きまりを守る」という基本的な指導は学校、家
庭共に進めていきたいと思う。
・児童館でも個々の自己肯定感を高め自身の育つ力、正しい
自己判断力を育んでいくことが大きな課題となっており、取り組
んでいる。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

2.83
３：
70%
以上
80%
未満

Ｂ 2

２：
60%
以上
70%
未満 Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

3.35
１：
60%
未満

Ｄ 0
たてわり班活動で、円滑な異年齢交流を通
して、つながりを深め、よりよい人間関係を
築くことを意図した働きかけを実施する。

3.26

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康

の
増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

2.9

なんぽーランに参加し
た児童の割合

４：
60%
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

3.5

２：
40%
以上
50%
未満

2.81

・なんぽ-ランなど、継続しているものもあり、体力向上に積極的
に取り組めていると思う。
・可能であればなんぽーランの時間を増やして欲しい。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3.53

３：
50%
以上
60%
未満

B 3

Ｃ 0

なんぽーラン（早朝ジョギング）への参加を
促す取組を実施する。

１：
40%
未満 Ｄ 0

4

・基本的な生活習慣を確実に身に付
けられるよう、家庭と「早寝・早起き・
朝ごはん」月間の取り組みなどを連携
行う。コメント等で学校から家庭に
フィードバックをして啓発する。

・委員会児童の活動による給食献立
紹介や校内掲示など、児童が主体的
に食育にかかわれるようにする。

・体力向上と感染症に負けない免疫
力を身に付けさせるため、日常的な運
動習慣として、全員が週一回学年ごと
に朝学習で５分間のランニングを行
う。

Ａ 4

プ
ラ
ン
５
　
魅

力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

3.38

保護者による授業評価
において「先生たちは
子どもたちに分かりや
すい授業をしています
か?」のアンケートで、
「よくあてはまる」の割
合

４：
60%
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

3.35
２：
40%
以上
50%
未満

・今年度の学校公開は、感染症対策のた
め2学期に1時間のみの参観となった。来
校の機会が極端に少なくなったため、ICT
を活用して児童の作品を提示したり感染
症対策を工夫して展覧会の鑑賞を実施し
たりした。

・校内でのICT活用研修、道徳研修、英語
指導研修などを行い、授業改善を図って
いる。

・他校の研究発表会の参加はオンライン
になることが多かったが、現場までの往復
の時間を節約でき、負担なく参加できた。

・特別支援が必要な児童に対する校内委
員会を定期的に行っている。今後は誰が
どのような支援をしていくかについても整
理できるようにしていく。

・若手教員に対する研修を定期的に設定
した。タブレットを活用した授業改善にさら
に取り組んでいく。

Ａ 4

・難しいことは承知しているが、教員の力量と数を安定してほし
い。
・様々な校内研修等を通して教職員が指導料向上に日々取り
組んでいることが理解できた。
・今後は学校公開等でタブレットを活用した授業を参観させてい
ただければと思う。
・地域がどこまでお役に立っているのかを知りたい。
・PTAの方々が足並みがそろっていて素晴らしい。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

3
３：
50%
以上
60%
未満

Ｂ 3

Ｃ

２：
40%
以上
50%
未満

0

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

3.5

１：
60%
未満

Ｄ 0授業力向上研修及び若手研修を実施し、
指導力向上を図る。

3.31

4

2

・ホームページに週2-3回、学校生活の様
子等を発信することができた。機器の扱い
に慣れた教員が積極的にタブレットを活用
した情報発信を行い、校内全体に効果が
表れている。
・紙ベースの健康観察を廃止し、タブレット
による健康観察、欠席連絡を取り入れた。
保護者の利便性と教員の業務改善に繋
がっている。

・年回3回の地域教育連絡協議会を計画
したが、3回目は感染拡大から中止とし
た。書面による資料提供を行い、評価して
いただく。来年度も年3回の会を計画し開
催していく。

・学校支援地域本部の方との連携して、感
染症対策を十分に行った上で夏のわくわく
スクールを開催した。2年ぶりの開催に児
童は喜んでいた。来年度も連携して取り組
んでいく。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

2.64

保護者アンケート「学校
は、教育活動を適切に
伝えている。」「学校は、
保護者からの相談や要
望に対して、適切に対
応している。」の項目
で、「そう思う」の割合

４：
60%
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

2.41

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

Ｃ 0

１：
40%
未満

・学校支援地域本部として来年度も引き続き感染状況等を見な
がら支援できることを見極め、協力していきたい。
・昨年に引き続き、コロナ禍ではあったが連絡協議会、学校
ホームページ、緊急メール等で学校の取組、様子を知ることが
できた。
・今後も連携を取り児童を見守り、地域力の強化を共に図って
いきたいと思う。地域教育連絡協議会において、児童・生徒

の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、適
正な評価を受けるよう努める。

3
３：
50%
以上
60%
未満

Ｄ 0

Ａ 4

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
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